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南あわじ市長 守本 憲弘
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私たちの防災を考えよう

　10月 15 日、「うずまる」の愛称でおなじみの福良
港津波防災ステーションで、うずまるフェスタが開
催されました。平成 22 年９月に開館してから毎年
防災啓発および地域の活性化を図ることを目的とし
て開催されてきましたが、コロナ禍の影響で４年ぶ
りの開催となりました。秋風が心地良い晴天の下、
和太鼓の演奏や、日頃から福良小学校との合同避難
訓練を行う保育園児のステージがにぎやかで目を引
きました。また、自治会の方々と共に避難経路を確
認しながら昨年整備した避難場所まで実際に歩いた
ほか、消火器やAEDの操作体験ブースも設置され
ました。他にも、備蓄食料として取り入れられてい
る地元福良のそうめんの振る舞いなど、観光客の皆
さまとも交流しながら福良地区で取り組んでいただ
いている津波防災まちづくりへの関心も深められま
した。観光と防災の取り組みの相乗効果がまちの魅
力向上につながることが大いに期待されます。
　さらに、11 月 19 日には賀集小学校をメイン会場
として南あわじ市防災訓練を予定しています。今年
の訓練テーマは「災害時応援協定団体との連携」で

す。協定の実効性を確認するとともに協定締結先と
実践的な訓練を行うことで、南あわじ市の受援体制
を再確認する意味を込めて、消火用水運搬や物資搬
送、道路啓開、資機材の提供などの訓練を実施します。
今回ご協力いただく 15 団体を含む、協定等を締結
いただいております 69 団体の皆さまに心から感謝
申し上げます。また、例年通りメイン会場だけでな
く市内各地で、自治会主催による防災訓練や各家庭
でのシェイクアウト訓練に取り組んでいただくこと
としています。ぜひ皆さんの取り組みやすい方法で
参加いただき、発災時に自分が何をすべきか、何が
できるかを今一度考えていただく機会となればと思
います。
　近年、全国では毎年のように大きな災害が発生し
ています。いざという時に適切に行動するためには、
事前の備えや繰り返して訓練を実施することが重要
であることは言うまでもありません。今年の防災訓
練も多くの皆さまに参加いただきますよう、よろし
くお願いいたします。
　例年に比べても長かった残暑を経て、ようやく秋
の気配を感じる季節となりました。コロナ禍が明け
たこともあり、自粛していた海外との視察・交流も
再開しています。私は市内観光関係者とスペイン・
サンセバスチャンを視察してきました。豊富な海・
山の食材を活用し世界一の美食の街となった過程は、
海と山に囲まれ、似た環境にある本市にとっても手
本になると考えています。まちづくりへの取り組み
とその影響を視察・勉強し、南あわじ市の食を通じ
た観光振興に生かしたいと思います。詳しくは、あ
らためて報告させていただきます。

第７回くにうみ祭のお知らせ
　吉備国際大学では学園祭の実施を予定しています。
昨年度は多くの南あわじ市民の皆さまにご参加いただ
き、大変実りのある一日となりました。今年度も本学学
生はもちろんのこと、南あわじ市民の方からもご協力い
ただき、よりパワーアップした多くのイベント、模擬店出
店を行う予定です。どうぞご家族、ご友人お誘いあわ
せのうえお越しくださいませ。学生一同、心待ちにして
おります。

開催日時　11 月18 日（土）10:00 ～ 16:00
開催場所　吉備国際大学 南あわじ志知キャンパス内
内容　模擬店・展示・体験・イベントステージ・外部

出演・外部出店

【オープンキャンパスのお知らせ】
日時　11 月 12 日（日）13:00 ～ 15:30
場所　吉備国際大学 南あわじ志知キャンパス
内容　学科紹介、ミニ講義、個別相談など
申込み・問合せ（要予約）　
　ホームページからの申し込み、または電話予約（入

試広報室フリーダイヤル☎ 0120-25-9944）
申込締切　11 月９日（木） 15:00
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◆交通安全功労者兵庫県知事感謝
　武中　みどり さん（灘）

　川添　みき さん（福良）

　福榮　美紀代 さん（福良）

　交通安全を推進し、明るく住みよい地域づくり
　に貢献されました。

◆兵庫県老人クラブ連合会会長表彰
　（老人クラブ育成功労者）

　仲田　博喜 さん
　（老人クラブ連合会市地区会長）

　的場　哲也 さん
　（老人クラブ連合会市地区体育部長）

　山口　幸雄 さん
　（老人クラブ連合会会計兼潮美台地区会長）

◆全国老人クラブ連合会「活動賞」

　南あわじ市老人クラブ連合会
　（会長　大屋　曻 さん）

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます


